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1.ロシア交流における現状と課題

1991年 12月にソ連邦が解体 し､独立国家共同体 (CIS)が誕生してから11
年が経過するなか､ロシアでは当初､政治経済体制の急速な変革に伴う様々な混乱も見

受けられましたが､近年は徐々に社会の安定化がはかられ経済活動も活発化する傾向を

示しています｡

その間､北海道においては地理的特性をいかしロシア ･極東地域との様々な交流が積

み重ねられてきました｡特にサハリン州とのつながりは深く､1994年に函館～ユジ

ノサハリンスク定期航空路線の開設､ 1995年に稚内～コルサコフ間 ･小樽～コルサ

コフ間に定期航路が開設され､航路については1997年から中断時期がありましたが,

現在は1999年から稚内～コルサコフ間が､2000年から小樽～ホルムスク間が定

期航路で結ばれ､さらに､空路では2001年から千歳～ユジノサハリンスク定期航空

路線が加わり､既存の路線を利用して地域間の相互往来が年々活発化しています｡

北海道とロシアとの結びつきは貿易の面でも顕著に現れており､日本とロシアとの貿

易取引はこの10年の間激減しているものの､北海道とロシアとの取引は倍増していま

す｡

しかし､ロシアとの貿易では､さまざまな課題が残されています｡

ロシア貿易では水産物の輸入は大きな割合を占めてはいるものの､冷凍水産物の取扱

業者は､道内企業より資金力のある東京方面の専門商社扱いがほとんどであり､また､

活水産品については､乱獲による資源の枯渇により､安くて質の良い品物が輸入できな

くなる可能性があるとされています｡また､ロシア政府の密漁防止対策が貿易にどのよ

うな影響を与えていくかは不透明な状況にあります｡

木材については､質の良い安価な木材が大陸内部にあるものの､伐採からの品質管理

や輸送日数の不確実性など､今後解決 していかなければならない課題があります｡

明るい話題としては､サハリン州における石油 ･天然ガス開発プロジェクトが進めら

れており､今年の夏ころから本格工事が着手される予定になっております｡それに伴い

サハリン州の経済力が高まるとともに､建設工事に伴う機材や消費物資などの需要の増

加が見込まれ北海道からの輸出の増加が期待されます｡

小樽市とロシアの交流は､1966年に小樽市とナホトカ市との間に姉妹都市の提携

を行い､少年少女使節団の相互派遣交流や絵画交流展､写真交流展などを行い両市の交

流を深めております｡

また､1991年には小樽港とホルムスク港との間で姉妹港の提携を行い､昨年に1

0周年を迎えました｡これを機会に小樽市経済使節団がサハリン州を訪問し､今後も小

樽～ホルムスク間の定期フェリー航路の利用拡大や両市の友好関係の一層の発展に努め

ることを確認し合いました｡

さらに､定期フェリー航路は､今年からワニノまで航路延長されることになりましたo

定期フェリー航路の維持 ･拡大のためには､今後さらに大陸方面との交流を深め､貨物

の増大をはかる必要があります｡
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2.調査の目的と概要

(1) 目 的

2001年に小樽港に入港 した外航船は1,757隻で､そのうちロシア船は1,4

31隻で､外航船舶数の81%を占めています｡

2000年の小樽港におけるロシアとの貿易額は北海道の他港取扱額に比べると最も

大きな額となっており､また､毎年3万人前後のロシア人が小樽へ訪れております｡

そのような状況において､~ロシアとの経済交流が市内にどのような経済効果をもたら

しているか､また､釆樽ロシア人の動向を把握 していくことが､今後のロシアとの経済

交流や人的交流の促進､受け入れ体制の充実などに関する諸施策を立案するために必要

であることから､今回の調査を実施し､その結果を基礎資料として活用していくもので

す｡

(2) 概 要

期 間 :2001年 11月～2002年2月

内 容 :調査は､｢小樽市への経済波及推計｣と ｢ロシア人の市内動向について｣の2

つを中心に実施しました.

方 法 :① ｢経済波及額の推計｣については､次による手法により推計しました0

･入出国者および特例上陸者の許可数は札幌入国管理局小樽港出張所による｡

･入港状況については小樽市港湾統計による｡

･貿易額は函館税関小樽税関支署資料による｡

･ロシア船が入港することにより発生する荷役料や手数料などは､港湾関係

業者や流通関係業者に行ったアンケート調査及び聞き取り調査により､平

均的な数値を推定｡

･市内でのロシア人の個人消費額については､来樽ロシア人に行ったアンケ

ート調査により平均的な数値を推定O

② ｢市内での動向｣については､次による手法により把握しました｡

･釆樽ロシア人に対するアンケート調査を､ふ頭やロシア人向けおたるイン

フォメーションセンター､運河周辺で実施 し239件のサンプルを回収｡

･中心､商店街での動向については､都通り商店街振興組合 ･サンモール一番

街商店街振興組合 ･花園銀座商店街振興組合 ･サンポート事業共同組合の

商店 180店 (回答85店)及び市内中心部の飲食店98店 (回答57店)

に対しアンケー ト調査を実施｡

･観光施設の利用やロシア人移動状況については､小樽水族館など主な観光

施設やタクシー会社にアンケ-トを実施｡
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3.ロシア人の入出国者および特例上陸者の許可数について 糊 》､

2001年の小樽港におけるロシア人の入出国者および特例上陸者の許可数の合計は､

札幌入国管理局小樽港出張所によると､ 1997年に3万人を超えて以来､4年ぶりに
3万人台になった｡

1997年から5年間の推移を見ると､ 1998年､ 1999年と2年続けて前年と

比較して減少したものの､2000年､2001年と前年比 10%以上の伸びとなり､

2001年は概数であるが過去5年のうち最高の33, 147人になった｡

2001年の月別の推移を見てみると､1-3月の期間は1,000人台と少ないが､

4月以降2.000人を超え､7月は夏場のピークを迎える.その後､3. 000人前
後で推移し12月は4,000人に迫った｡

※特例上陸の許可とは次による事例の

場合などをいう｡

･外国人の乗員が船舶等の乗換え､

休養､買物などの目的で上陸を許可

される｡

･船舶等に乗っている外国人 (乗員を

除く)が､当該出入国港の近傍に上

陸を許可される｡

･臨時観光のため上陸を許可される｡

･疾病その他の事故により治療のため

緊急に上陸を許可されるO

小樽港のロシア人入出国者および特例上陸者の許可数

1997年 1998年 1999年 2000年 2001年

入出国者 5,745 1,912 1,529 2,164 4,112

特例上陸者 27,018 25,183 23,988 26,040 29,035

計 32,763 27,095 25,517 28,204 33,147

(出典:札幌入国管専属小外港出張所)

2001年 月別小樽港のロシア人入出国者および特例上陸者の許可数

月 入国 出国 特例上陸 計
1月 34 42 1,588 1,664
2月 178 126 1,061 1,365
3月 127 172 1,449 1,748
4月 84 86 2,094 2,264
5月 164 82 2,806 3,052
6月 141 153 2,586 2,880
7月 184 272 3,435 3,891
8月 256 267 2,503 -3,026
9月 164 169 2,922 3,255
10月 219 227 2,422 2,868
11月 213 207 2-,805 3,225
12月 259 286 3,364 3,909

※再入国許可による入出国数を除く (出典:札幌入Eg管理局′畑港出頒所)
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《参考》2001年 ロシアから
の貨客船数･乗降客数

月 隻数乗降客人数
1 3 88
2 4 366
3 6 253
4 7 187
5 9 331
6 7 291
7 9 401
8 9 520
9 9 328
10 9 450
ll 8 418
12 7 467

※ただし､乗降客勤ま国籍を問わず純

粋に乗り･降り･一時上陸した人数を
計上した数字である｡



4,ロシア船入港状況について

小樽港へのロシア船の入港船数は､ 1997年から5年間の推移をみると､毎年微増

傾向にあり､2001年は2000年より140隻 (11%)増えている｡

また､月別入港船の傾向としては､ 1月～3月は80隻を超えない範囲で推移し､年

間のなかでもっとも入港が少ない時期である｡4月から増加 し5月に100隻を超え､

7月と12月が多い入港数となっている｡

小樽港外国貿易船入港状況
1997年 1998年 1999年 2000年 2001年

前年比 109% 104% 107% 104% 111%

(出典 :小樽市港湾統計)

小樽港外国貿易船入港状況

月別 ロシア船 入 港数

1997年 1998年 1999年 2000年 2001年

1月 39 54 57 63 78
2月 35 58 42 50 54

3月 50 59 59 77 62
4月 83 88 100 95 91
5月 100 116 105 114 133
6月 130 135 97 145 125
7月 140 131 142 147 172

8月 111 ll.1 121 118 124
9月 107 106 126 103 144
10月 108 88 119 108 134
11月 104 98 116 124 146
12月 112 119 159 147 164
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5.ロシアとの貿易状況について

2001年の北海道とロシアとの貿易額は954億7, 779万円であり､そのうち

小樽港扱いの貿易額は214億4, 824万円で北海道全体の22%にあたり､輸出額

は49%､輸入額は21%を占めている｡

小樽港の1997年からの貿易額の推移をみると､ 1998年に前年比 17%の減少

となったが､その後毎年､前年実績を上回っている｡2000年は輸出入の貨物量 (P

6.表5-2)が前年より減少しているものの貿易額では前年実績を上回り､2001

年には輸出入の合計額が200億円を超えた｡

貿易額で輸出入別にみると､輸出では1998年､ 1999年と2年連続して前年実

績を下回ったが2000年は前年比22%の増､2001年は25%の増となっている｡

輸入では1998年は前年実績より減少したものの､ 1999年は38%増となりその

後も前年実績を上回っている｡

表5-1. ロシアとの貿易額(1996年～2000年)

1997年 1998年 1999年 2000年 (単位 :千円)2001年

輸出額 輸入額 輸出額 輸入額 輸出額 輸入額 輸出額 輸入額 輸出額 輸入額

北海道 l合計 5,215,084 82,377,6916.325,688 70,259,122 6.195,954 82.360.993 4.979.697 91.392.892 6,140.102 89,337.68987,592,775 76,584.810 88,556,947 96,372.589 95,477,791

J､樽 2.647.883113,692,463 2.300,521111,289,673 1,979.705115,577.2712.413.102117.560.927 3,011,749118.436.494
′ l合計 16,340,346 13,590,194 17,556,976 19,974,029 21,448,243
小樽が占め 51%l 17% 36%l 16% 32%1 19% 48別 19% 49%l 21%

(出典 :函館税関外国貿易年表)
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小樽港取扱貨物の推移 (表5-2)は､ 1996年に輸出 ･輸入量の合計が10万 ト

ンの大台を超えて以来2001年まで続いており､ 1999年､2000年､2001
年の3カ年は､ 13万 トン台を維持している｡

輸出については､ 1994年には5,162トンとなっているが､ 1995年から2

000年まで1万 トンから1万4千 トン台で推移 して､2001年には2万 トンを超え

た｡主な輸出品は輸送 ･その他機械､ゴム製品 (タイヤ)､輸送用容器 (ダンボ-ル箱な

ど)などである｡

輸入については原木と水産品で大部分を占めている｡原木は1992年～1994年

まで2万 トンから4万 トンの間で推移したが､1995年から増加し1999年､20

00年は9万 トン前後で推移 している｡水産品は1992年～1995年まで2万 トン

前後であったが､1996年から3万 トン台を維持 している｡

表5-2. ロシアとの小樽港取扱貨物実績 (1992年～2001年)
(単位 :トン)

品 目 1992年 1993年 199搾 199時 199時 199咋 L99時 199咋 200昨 200揮
削 /#入 幸細 /輸入 削 欄入 鮎 /6人 輸出 輸入/鮎 J論入 輸出.輸入 輸出欄入 配 座入 輸出 輸入

野菜.果物 ー4 l65 l27 料 56I 57 柑5 151 305 590 tl5 9 64 2 g

)砂朴砂.捕 2 2 2

その他化学工芸品 m 24l 4 21 日 Z l3 42

故.パルプ / 19 288 . 山 I

砂糖 3 183 29

木 製 品 45 28 323 75 ll 日 101 1155 63

その他製造工業品0.329 3.214 547 l.262 30 51g 3 704 40 501 5 392 53 哨9 19 556 30

.iQ朋 鯛 造紀 斡 9 I.32g 1.0仙 r1.220 626 12ー 78 68】 993 柑7 a l.356 20

論送用容器 13,697 2ll.49g 362,883 1 3.079F I5.210 4.082 204.118 275.268 335.94ZI 805.882 258

分等不幸的もの 1 i

! 合計 38.825.47.544 21.02964.1555.l6252.73010.732ー6.67g l2.l]62lO5.955I4,974105.95610.652100.490ほ,615125.627ll.594t22.83620.784岬179

(出典 :小樽市港湾統計)
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ロシア各港との取引実績 (表5-3)については､ナホトカ ･ウラジオストック ･コ

ルサコフの3港の2000年の貨物取引量はロシアとの全体取引量の37%を占めてい

る｡小樽との貿易相手港は､年によりばらつきがあるものの､ナホトカ港 ･ウラジオス

トック港 ･コルサコフ港との取引が多い｡

また､各港別との輸出 ･輸入品は小樽港取扱貨物の傾向と大差ないが､プラストン港

については､例年木材の輸入だけであったが､2000年は少量ではあるが､初めて水

産品の輸入と輸送用容器の輸出があった｡

表5-3. ロシア各港との取引実績(1996年～2000年) (単位 :トン)

港 品種 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年
輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入

コノレサコフ 農水産品 416 4,367 691 5,012 115 5,303 22 6,341 80 5,307

林産品 0 1,536 0 5,039 0 6,832 0 15,945 0 6,589
金属機械工業品 1,330 1 2,623 15 2,549 10 5,024 1 1,321 2
化学工業品 21 0 26 0 45 0 44 0 21 0
軽工業品 22 0 5 1 73 0 4 16 108 0
雑 工業品 166 30 208 53 692 0 154 104 132 174
特殊 品 687 78 741 1.013 909 0 1.670 1.371 926 73

コノレサコフ計 2.6421 6,012 4,2941 11,133 4,3831 12.145 6.9181 23.778 2.5881 12.145

ホ′レムスク農水産 品 13 1,091 0 3,415 2 2,414 0 533 16 920

林産品 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6,236
金属機械工業品 1.526 0 3,193 0 434 0 0 0 1,566 0
化学工業品 0 0 6 0 0 2 0 0 0 0
雑工業品 89 0 154 0 0 5 56 0 64 0
特殊 品 255 0 275 0 460 4 232 0 315 4

ホノレムスク計 1,8831 1,091 3,6281 3,415 8961 2.425 2881 533 i.9611 7,160

ナホトカ 農水産品 2,325 20 2,017 2,782 43 4,195 4,665

林産品 0 25,570 0 13,888p 0 7,338 0 9,847 0 14,843
金属機械工業品 848 4 604 0 104 0 0 0 2 0
化学工業品 0 0 1 0 15 0 0 0 1 0
軽 工業品 1 6
雑工業品 1.094 0 899 0 749 0 326 0 676 0
月除鉄 晶 261 510 247 187 373 1
ナホトカ計 2.2031 27.899 2,0341 15,905 1.1161 10.120 5621 14,042 1,0521 19,509

農水産品 0 2,782 96 3,352 366 6,267 0 1,866 0 5,343
林産品 3,472 1,852 6,937 17,991 7.901
金属機械工業品 36 141 30 4 60
化学工業品 0 0 1 0 4 0 0 0 13 0
軽工業品 0 0 42 0 0 0 5 0 0 0
条臣工業品 87 0 48 0 33 0 0 0 126 0
特殊 品 887 478 403 173 370

ワラジオストツク計 1.0101 6.254 8061 5.204 8361 13.204 1821 19.857 5691 13,244

ワニノ 農水産 品 2,327 5 4,638 7 3,737 1,992 2 3,278

林産品 7,628 8,222
金属機械工業品 296 0 10 0 4 0 0 0 0 0
軽工業品 19 86
雑工業品 74 0 49 0 10 0 70 41 203 0
特殊 品 226 284 312 2 515 583
ワニノ計 5961 2.327 3481 4,638 3521 3.739 671l 9.661 7881 11.500

lプラストンll農水産 品 144
林産品 24,665 41,832 15.899 ll.837 12,154
特殊 品 16

プラストン計 l 24.665 l 41,832 l 15,899 I ll.837 161 12.298

その他の港･ネべリスクーペテロパプロフスク･オホーツクなど 農水産 品 4 17,351 25 14,884 158 16,446 15 15,244 35 16,949

林産品 0 20,354 0 8.905 0 26,491 0 30,644 0 30.027
金属機械工業品 425 2 1.336 0 440 0 868 0 83 2
イヒ学工業 品 0 0 0 0 0 0 18 0 2 .0
軽工業品 0 0 13 0 5 0 196 0 58 0
雑工業品 284 0 628 40 492 0 346 13 1,064 0
特殊品 .3.015 0 i.862 0 1.974 21 2.551 18 3.378 2

その他 の妻等計 3.7281 37,707 3.8641 23.829 3.0691 42.958 3,9941 45,919 4.6201 46,980

(出典 .小樽市港湾統計)
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6.ロシア交流における市内-の経済波及推計

6-(1)小樽港輸出･輸入貿易取扱額

2001年の小樽港のロシア貿易額については輸出額30億 1, 174万9千円で､
主な品 目は紙類及び同製品や織物用糸及び繊維製品となっている｡また､輸入は184

億 3, 649万4千円で､主な品目は魚介類及び同調製品や木材となっており､輸出入

合計額は214億4, 824万3千円となっている｡

小樽港輸出貿易取扱額(ロシア)
1997年 199時 1999年 2000年 2001年

数量 単位貿易額(千円 数量 単位貿易額(千円 数量 単位貿易額(千円 数量 単位貿易額(千円 数量 単位貿易額(千円)

ゴム製品 1.003トン 116.207 679 トン 日2.161
ゴムタイヤ及びチューブ 106.433 551,602kg 63,3431.268,291kg 122.9851,636,92gk g 170,932
紙類及び同製品 2,716 トン 626.522 2,570トン 6ー4.519
米袋磯テープ及び紙夕オ2,7D3.827kg 619,8462,554,6 76kg 604.2852.930.299kg 655,5843,585.980kg 721.4833.299.283kg 711,706
織物用糸及び繊維製品 338,637 302,086
繊維二次製品(除衣類) 302,086 289.663 363,598 592,182
i,## 387.496 kg 302,202 436,55kg 268788 458.841kg 266ー389
金属製品 48.345 50.355
一般機械 351,716 239.237 167,958
原動機 167,956kg 31.642 177,516kg 50.813 150,517kg 27,951
建設朴鉱山用機械 58,432 241,463 295,683
電気機器 155.675 116,317 220.979
通信機 123,573 48,565 33,27■
自動車 415ム口 413,158 375ムロ 357.255 川5ム∩ 162,180 203ム口 206.69 1,050A【コ 409,242
自動車の部分品 49,282 13.990
プラスチック製品 368,476kg 197,346 383,643kg 167.907 354,910kg 163,536 330,343kg 158.036 312,980kg 154,885
再輸出品 30,77l:I 127,567 48,158 142.68 5
その他 369,507 263,472 208,304 356,783 551,552

小樽港輸入貿易取扱額(ロシア)
1997年 1998年 1999年 2000年 2001年

魚介類及び同調製品 19.267トン 12,567,287 ー9.109トンー0.608.060 27.866トン4.430,083 19.Baldトン6,400.867 25,375トン7.256.499
魚介類性鮮帝凍) 08.962,20kg0,404,39127,526.420kg3.696,3629.498,847kg 5.778.15825,016.554kg 6,725.098
～/7LRぴiす(iBf.冷凍) 3.763,822kg1.168,719 4,291.917kg 1,757.403
甲鹿形 ぴ軒伊身顔 9,165ー183kg8.482.818 14,485,530kg1.768.616
魚介類の調製品 12̀トン 228,282 146トン 203,669 339トン 460,72 ■ 382トン 622,709 358,682kg 531.抑
木材 1.044.567 627,995 一,058ー515 一,064,722 769,ー31
その他 80,60g 53,618 88.673 95,338 410.864

(出典 :函館税関外国貿易年表)
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6-(2)ロシア人アンケート調査による個人消費額

ロシア人の小樽での消費額は､ひとり平均 192千円 (回答金額の総額を回答件数で

除した数字)となっている｡2001年の小樽港のロシア人出国者および特例上陸者の

許可数 (P3.表中数字2,089+29,035)31,124件を釆樽ロシア人の

人数と推定する｡

このことから､192千円×31,124人-59億7,580万8千円が小樽で消

費されたと推定される｡

6-(3)船舶代理店手数料･通関手数料･荷役料

ロシア船の入港に伴う船舶代理店手数料 ･通関手数料 ･荷役料については､市内関係

企業のアンケー ト調査や聞き取り調査から､平均金額を1隻あたり800千円と推定す

る｡

2001年の小樽港へのロシア船入港隻数は 1,431隻である｡

このことから､800千円×1,431隻-11億4,480万円が手数料と推定さ

れる｡

6-(4)保税倉庫関係使用料

貨物の保管に伴う使用料については､市内関係企業のアンケー ト調査や聞き取 り調査

から､入港船の市内で取扱う割合を70%とし､平均金額を1隻あたり80千円の使用

料と推定する｡

このことから､80千円× (1,431隻×70%)-8,013万6千円が倉庫使

用料と推定される｡

6-(5)輸送料

2001年の小樽港の輸出入の取扱い貨物量は137,963トンである｡輸送料は

積載貨物の種類や長距離 ･短距離など様々な要素があるが､関係企業からの聞き取り調

査から､1トンあたり4千円と推定する｡

このことから､137,963トン×4千円-5億5,185万2千円が輸送料と推

定される｡

6-(6)タクシー料金

ロシア人のタクシー使用料金については､市内関係企業のアンケー ト調査や聞き取り

調査から､1台の車が月平均2回程度ロシア人を乗車させるとし､1回の乗車金額を7

00円と推定する｡市内のタクシー台数は530台とする｡

このことから､530台×2回×700円×12ヶ月-890万4千円がタクシーの

乗車料金と推定される｡
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6-(7)燃料業者､食料調達業者取扱額

ロシア船の燃料給油は､割安の韓国製燃料をロシアで給油しているため､日本で給油

しない傾向になっている｡市内関係企業のアンケー ト調査や聞き取 り調査から､給油す

るロシア船の割合を15%､平均金額を1隻あたり400千円と推定する｡

このことから､ 1,431隻×15%×400千円-8,586万円の給油があると

推定される｡

食料 ･船用品関係については､市内関係企業のアンケー ト調査や聞き取り調査から､

入港船の90%の船が小樽で調達 してるものと見なし､平均金額を 1隻あたり300千

円の購入額があると推定する｡

このことから､ 1,431隻×90%×300千円-3億8.637万円の購入があ

ると推定される｡

6-(8)自動車(携帯品)取扱額

小樽港から持ち出される携帯品扱いの自動車台数を過去の実績から年間 1万3千台と

推定 し､関係企業からの聞き取り調査から1台平均450千円と推定する｡

このことから､450千円×13,000台-58億5千万円の売上げが推定される｡

6-(9)入港料及び港湾施設使用料

ロシア船の入港に伴い発生する港湾施設関係経費は､

入港料 :1,133千円 けい船料 :27,064千円

ひき船使用料 :1,919千円 船舶給水使用料 :7,648千円

合 計37,764千円となる｡
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6-(10)推計額のまとめ

今回の調査結果の ｢小樽港取扱い貿易輸入額｣､｢小樽港取扱い貿易輸出額｣｢入港料

及び港湾施設使用料｣については実数値ですが､他の項目の手数料などは関係企業から

のアンケー ト調査や聞き取り調査の結果をもとに算出した平均推定の数字です｡

また､そこから発生する経済効果までの調査に及んでいません｡概ねこの程度の金額

は動いているだろうということを推定したものです｡

項 目 金 額 (千円)

小樽港取扱い貿易輸入額 18,436,494

小樽港取扱い貿易輸出額 3.011,749

ロシア人の個人消費額 5,975,.808

船舶代理店 .通関 .荷役料 1,144,800

保税倉庫関係使用料 80,136

輸送由 551,852

燃料代金 85,860

食料 .船舶用品扱い額 386._370

入港料及び港湾施設使用料 37.764

※ ｢自動車 (携帯品)取扱い額｣及び ｢タクシー料金｣については､｢ロシア人の個人

消費額｣に一部含まれているものと考えられますので､全体数字に算入していません｡

自動車 (携帯品)取扱い額 5,850,000
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7.ロシア人の市内動向について

7- (1)ロシア人アンケー ト調査による動向

アンケート調査は2001年11月から2002年2月の期間に､ふ頭やロシア人向

けおたるインフォメーションセンター､運河周辺でロシア人に実施した｡アンケート回

収件数は239件となっている｡

【性別.年代別構成】

この項目の回答は233件である｡

性別の構成は､男性 173人 (74%)､女性60人 (26%)となっているが､貨客

船での男女比率は男性33人 (36%)､女性59人 (64%)になり､女性の場合客船
に乗船してきてる場合がほとんどである｡

年代別では､多い方から30代が82人 (35%)､40代が55人 (24%)､20
代が48人 (21%)となっている｡

男女別では､男性は30代が67人 (39%)､40代が51人 (29%)､20代が

27人 (16%)で､女性では､20代が21人 (35%)､30代が15人 (25%)､
50代が8人 (13%)という順になっている｡

性別 ･年代別構成

10才代 20才代 30才代 40才代 50才代 60才以上 合計

男性 (人) = 0 27 67 51 23 5 173

(割合) 0% 16% 39% 29% 13% 3%

女性 (人) 7 21 15 4 8 5 60

(割合)' 12% 35% 25% 7% 13% 8%

全体 (人) 7 48 82 55 31 10 233

(割合) 3% 21% 35% 24% _13% 4%

貨客船で来樽 したロシア人の性別 ･年代別構成
10才代 20才代 30才代 40才代 50才代 60才以上 合計

男性 _ 0 7 14 9 2 1 33
女性 7 21 15 4 8 4 59
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【出身地】

この項目の回答は230件である｡
このうち､サハリン州から来た貨客船2隻から87件の回答を得ており､その乗船客

のほとんどがサハリン州の出身者であるため総体でみると､調査結果の傾向にかたより

が出るため､貨客船の結果とその他の船での結果を分けて傾向を見る0

その他の船の調査結果で､最も多い地域では沿海地方から76人 (53%)､次いでサ
ハリン州59人 (42%)､ハバロフスク地方2人 (1%)､カムチャツカ州2人 (1%)､
その他4人 (3%)となっている｡都市別では､ウラジオストック市40人､ナホトカ
市17人､ホルムスク市6人の順となっている｡

次にサハリン州から来た旅客船の乗客については､ユジノサハリンスク市36人､ホ
ルムスク市22人､その他29人と約67%がユジノサハリンスク市とホルムスク市に
集中している｡
出身地

出身地 都市名 サハ リンからの貨客船 その他の船 合 計
人数 割合 人数 割合 人数 割合

サハリン井 84 97% 59 42% 143 62%

ユジノサハリンスク市 36 43% 3 5% 39 27%

ホルムスク市 22 27% 6 lo瑞 28 20%

コルサコフ市 1 1% 2 3% 3 2Tk

そ軒 ~ 25 29% 48 82% 73 51%
沿海地方 1 1% 76 53% 77 33%

ナホトカ市 l loo‰ 17 22% 18 23%

ウラジオス トック市lその他 0 0% 40 53% 40 52%0 0% 19 25% 19 25%

ハ バロフスク地方 0 0% 2 1% 2 1%

カムチャツカ州 0 0% 2 1% 2 1%
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【小樽の滞在日数･ホテル宿泊】

この項目の回答は232件である｡
小樽での滞在日数については､4日が68人 (29%)､3日が58人 (25%)､2
日が43人 (19%)となっている｡
男女別で､男性は3日が44人 (25%)､2日が41人 (24%)､4日が33人 (1
9%)で､女性は､4日が35人 (61%)､3日が14人 (24%)の順になっている｡
ホテルなどの宿泊施設の場所については､19人が利用したと回答しており､その内

市外が17人､市内が2人となっている｡

男女別では､男性は市外が14人､市内が1人となっており､女性では市外が3人､

市内が1名となっている｡

小樽の滞在日数
1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日以上 合計

男性 (人) 19 41 44 33 9 3 25 174
(割合) 11% 24% 25% 19% 5% 2% 14%

女性 (人) 0 2 14 35 3 4 0 58
(割合) 0% 3% 24% 61% 5% 7% 0%

全体 ((盆嘉 19 43 58 68 12 7 25 232

ホテル宿泊 (単位 :人)
小樽市内 小樽市外 合計

男性 1 14 15
女性 1 3 4
全体 2 17 19
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【来樽目的と回数】

この項 目で釆樽 目的の回答は233件で､回数の回答は232件である｡
釆樽 目的については､仕事 (船員含む)が168人 (72%)､観光が60人 (26%)､
その他が5人 (2%)となっており､釆樽回数は､3回以上が157人 (68%)､初め
てが54人 (23%)､2回目が21人 (9%)となっている｡
男女別では､男性の釆樽 目的は仕事 (船員含む)が151人 (86%)､観光が21人
(12%)､その他が3人 (2%)で､釆樽回数は､3回以上が129人 (75%)､初
めてが30人 (18%)､2回目が12人 (7%)となっており､女性の釆樽目的は､観
光が39人 (67%)､仕事 (船員含む)が17人 (29%)､その他が2人 (4%)で､
釆樽回数は､3回以上が28人 (46%)､初めてが24人 (39%)､2回目が9人 (1
5%)となっている｡

来樽目的
仕事 船員 観光 その他 合計

性 (人) 30 121 21 3 175
男 ｢嘗恰) 17% 69% 12% 2%

悼 (人) 4喜 13 39 2 58
女 (割合) 7% 22% 67% 4%

全体 絵 を) 34董 134 60 5 233

E5 22% EL++非常++午+早+++雄牛杉杉狂死 y;+Lijt+++++非常坪井宮杉十十杉++方1 慧

初めて 2回目 3回以上 合計

男性 (人) 30 12 129 171
(割合) 18% 7% 75%

女性 -｣AL- 24i 9 28 61
(割合) 39% 15% 46%

全体 .｣鉱 ) 54書 21 157 232

■-18% 判 7う叫

39% 46%
ト

初 めて 図2回目 口3回以上
- 寧璽

81



【職 業】

この項目の回答は228件であり､複数回答があるので割合は228件に対するもの
とする｡

職業については､一番多いのは水産業で129人 (57%)､次いで運送業が33人 (1
4%)､卸売 ･小売業 ･飲食店が 19人 (8%)という順になっている｡

男女別では､男性は水産業が126人 (72%)､運送業が27人 (15%)､卸売 ･
小売業 ･飲食店が10人 (6%)で､女性はその他が17人 (32%)､公務員が10人
(19%)､卸売 ･小売業 ･飲食店が9人 (17%)､の順になっている｡

水産業 農業 林業 製造業 運送業 建設業 卸売り卜売業.飲食店 金融 .保険業 公務員 医師 .弁護士 教員 その他 回答合計 サンプル敦

男性 ｣AL 126 1 1 2 27 3 10 1 5 1 0 10 187 175
(割合) 72% 1% 1% 1% 15% 2% 6% 1% 3% 1% 0% 6%

女性 (人) 3 1 0 0 6 1 9 2 10 4 5 17 58 53
(割合) 6% 2% 0% 0% 11% 2% 17% 4% 19% 8% 9% 32%

JA# (A) 129 2 1 2 33 4 19 3 15 5 -5 27 245 228

※円グラフは回答合計に対する割合
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【年 収】

この項 目の回答は207件である｡

2000年の年収については､50,000ルーブル以下が89人 (430/o)､50,

001-100,000ルーブル以下が76人 (37%)､ 100,001-200,0

00ル-ブル以下が24人 (12%)の順になっており80%の人が年収 100,00
0ルーブル以下となっている｡

男女別について､男性は50,000ルーブル以下が64人 (39%)､50, 001

-100,000ルーブル以下が62人 (38%)､ 100,001-200,000ル

ーブル以下が21人 (13%)の順になっており､女性は50,000ルーブル以下が

25人 (58%)､50,001-100, 000ルーブル以下が 14人 (33%)､ 1

00. 001-200,000ル-ブル以下が3人 (7%)の順になっている｡

※2002年3月27日現在

1ルーブル-4.26円

年収 (単位 :～-71ル)

50,000以下 50,001- 100,001- 200,001～ 300,001-- 400,001- 500,001以上 合計100.000 200,000 300.000 400.000 500,000

男性 (人) 64 62 21 5 6 0 6 164
(割合) 39% 38% 13% 3% 4% 0% 4%

女性 (人) 25 14 3 1 0 0 0 43
(割合) 58% 33% 7% 2% 0% 0% 0%

ム体 (人) 89 76 24 6 6 0 6 207
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【消費動向】

《所持金》

この項目の回答は174件である｡ロシア人の所持金は平均259,000円 (回答
金額の総額を回答件数で除した数字)となっており､10万円以下が81人 (47%)､

10万円を超え30万円以下が60人 (34%)､30万円を超え50万円以下が20人

(12%)､50万円を超え70万円以下が2人 (1%)､70万円を超え90万円以下

が2人 (1%)､91万円以上が9人 (5%)となっている｡

男女別で､男性は10万円以下が54人 (43%)､10万円を超え30万円以下が3

8人 (31%)､30万円を超え50万円以下が19人 (15%)､50万円を超え70

万円以下が2人 (2%)､70万円を超え90万円以下が2人 (2%)､91万円以上が
9人 (7%)となっており｡

女性は10万円以下が27人 (54%)､10万円を超え30万円以下が22人 (44

%)､30万円を超え50万円以下が1人 (2%と)なっている｡

所拷金(円)
10万以下 30万以下 50万以下 70万以下 90万以下 91万以上 合計

男性 (人) 54 38 19 2 2 9 124
(割合) 43% 31% 15% 2% 2% 7%

女性 (人) 27 22 1 0 0 0 50
(割合) 54% 44% 2% 0% 0% 0%

全体 (人) 81 60 20 2 2 9 174
(割合) 47% 34% 12% 1% 1% 5%
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《消費額》

この項目の回答は159件である｡

小樽市内でのロシア人の消費額は平均192,367円･(回答金額の総額を回答件数

件でした数字)となっており､10万円以下が99人 (62%)､10万円を超え30万

円以下が39人 (24%)､30万円を超え50万以下が11人 (7%)､50万円を超

え70万以下が1人 (1%)､70万円を超え90万以下が3人 (2%)､91万以上が

6人 (4%)となっている｡

男女別で､男性は10万円以下が78人 (65%)､10万円を超え30万円以下が2

1人 (17%)､30万円を超え50万以下が11人 (9%)､50万円を超え70万以

下が1人 (1%)､70万円を超え90万以下が3人 (3%)､91万以上が6人 (5%)

となっており｡

女性は､10万円以下が21人 (54%)､10万円を超え30万円以下が18人 (4

6%)となっている｡

消費額(円)
10万以下 30万以下 50万以下 70万以下 90万以下 91万以上 合 計

男性 (人) 78 21 1こし 1_ 3 6 120
(割合) 65% 17% .9% 1% 3% 5%

女性 (人) 21 18 0 0 0 0 39
(割合) 54% 46% 0% 0% 0% 0%

全体 (人) 99 39 ll 1 3 6 159
(割合) 62% 24% 7% 1% 2% 4%
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《消費動向》

この項 目の回答は127件であり､複数回答があるので割合は127件に対するもの

とする｡

小樽市内での消費動向について､｢買い物｣､｢飲食｣､｢観光｣､｢宿泊｣にどの位お金

を使ったかでは､｢買い物｣が 123人 (97%)で ※平均消費額 143,000円､

｢飲食｣が55人 (43%)で ※平均消費額25. 000円､｢観光｣が27人 (21

%)で ※平均消費額34, 000円､｢宿泊｣が5人 (4%)で ※平均消費額26,0
00円となっている｡
男女別で､男性は ｢買い物｣が98人 (98%)で ※平均消費額 164, 000円､

｢飲食｣が40人 (40%)で ※平均消費額27,000円､｢観光｣が 11人 (ll

o/.)で ※平均消費額51,000円､｢宿泊｣が 1人 (1%)で消費額 12,000円

となっている｡

女性は ｢買い物｣が25

人 (93%)で ※平均消

費額60, 000円､｢飲

食｣が 15人 (56%)で

※平均消費額 19,00
0円､｢観光｣が16人 (

59%)で ※平均消費額

21.000円､｢宿泊｣

が4人 (15%)で※平均

消費額29. 000円とな

っている｡

この結果､男性は ｢買い

物｣に消費する割合が高く

なっており､女性は ｢買い

物｣､｢飲食上 ｢観光｣と幅

広く行動が広がっているの

が特徴である｡

※ 回答金額の総額を回答

件数で除した数字

小樽市内での消費動向
買い物 飲食 観光 宿泊 回答合計 サンプル救

男性 (人数) 98 40 u 1 150 too
(割合) 98% 40% 11% 1%

女性 (人数) 25 15 16 4 60 27
(割合) 93% 56% 59% 15%全体(人数) t23 55 27 5 210 127

買い物 飲食 観光 - 宿泊
男性 164,000 27.000 51.000 12.000
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≪購入品≫

この項目の回答は190件であり,複数回答があるので割合は190件に対するもの
とする｡

購入品別については､割合の高い順から ｢車｣が78人 (41%)､｢日用品｣が72
人 (38%)､｢電気製品 ･カメラなど｣が71人 (37%)､｢食料品｣が69人 (36
%)となっている｡

男女別で､男性は ｢車｣が60人 (43%)､｢電気製品 ･カメラなど｣が59人 (4
2%)､｢食料品｣が52人 (37%)､｢日用品｣が45人 (32%)となっており｡
女性は ｢日用品｣が27人 (53%)､｢おもちゃ｣が20人 (39%)､｢車｣が18
人 (35%)､｢食料品｣が17人 (33%)との順になっている｡

購入品

車 日用品 ノラ′くど 食料品 おもちゃ 靴 衣料品 医媒用品.術 貴金属製ロ□仁l その他 サンプル費生用品

男性 (人)(割合) 60 45 59 52 37 37 30 21 19 40 139

女性 (人)(甘1合一 18 27 12 17 20 13 12 14 6 28 5135% 53% 24% 33% 39% 25% 24% 27% 12% 55%

全休 ｣AL(割合) 78 72 71 69 57 50 42 35 25 68 190
8 7



≪買い物などで立ち寄る場所≫

この項目の回答は190件であり､複数回答があるので割合は190件に対するもの
とする｡

小樽市内で立ち寄る場所が多い順は､｢ホーマック｣が121人 (64%)､｢免税店｣
が94人 (49%)､｢商店街｣が92人 (48%)､｢運河及び運河周辺｣が86人 (4
5%)､｢長崎屋｣が72人 (38%)となっている｡
男女別で,男性は ｢ホ-マック｣が94人 (68%)､｢免税店｣が76人 (550/.)､
｢商店街｣が70人 (50%)､｢長崎屋｣が58人 (42%)､｢運河及び運河周辺｣が
57人 (41%)となっている｡
女性は ｢運河及び運河周辺｣が29人 (57%)､｢ホーマック｣が27人 (53%)､
｢小樽水族館｣が23人 (45%)､｢商店街｣が22人 (43%)､｢マイカル小樽｣が
21人 (41%)との順になっている｡

.買い物などで立ち寄る場所

男性 (人)tZl合) 94 76 70 57 58 53 35 17 22 18 9 10 12 a 32 139弼 55% 鍋 鍋 42% 潤 描 潤 潤 描 6% 7% 鍋 凋 23%

女性(人)(割合) 27 18 22 29 14 18 21 23 ll 12 18 堤 5 3 20 5描 凋 描 描 鍋 獅 描 描 22% 2凋 描 2凋 凋 6% 39%

合計(人)(齢) 121 94 92 86 72 7 56 40 33 30 27 22 17 8. 52 悌
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【案内所】

この項 目の回答は203件である｡
中央ふ頭基部にあるロシア人向けおたるインフォメーションセンタ- (案内所)の知

名度調査の結果は､｢知っている｣もしくは ｢利用 したことがある｣が142人 (70%)､
｢知らない｣が61人 (30%)となっている｡
男女別で､男性は ｢知っている｣もしくは ｢利用 したことがある｣が124人 (83
%)､｢知らない｣が26人 (17%)となっており｡

女性は ｢知っている｣もしくは ｢利用 したことがある｣が 18人 (34%)､｢知らな
い｣が35人 (66%)となっている｡

知っている利用した 知らない 合計

男性 (人) 124 26 150
(割合) 83% 17%

女性 (人) 18 35 53
(割合) 34% 66%

全体 (人) 142 61 203

(参 考 ) 2001年 案内所利用状況
月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

(出典:′J､樽市総務部国際交流調べ)
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【ロシア人の小樽のイメージ】

この項目の回答は204件である｡

｢小樽で困ったこと｣や､｢小樽に対する要望や意見｣を記入してもらった結果､小樽に

対するイメージは好意的な意見が 112件 (550/.)で､ロシア人の小樽に対する印象

はかなり良いことがわかった｡

提言や困った事では､｢言葉が通 じない｣が一番多く35件 (17%)､次に ｢特に困

ったことはない｣が 15件 (7%)､｢物価が高い｣が 11件 (5%)､｢街にロシア語の

表記が欲しい｣が3件 (1%)という意見が続く｡

′卜樺 Iこ対 す る 要 望 や 意 見

女子意 的 す べ て す さゴ ら し し､○ あ り カミと う ご ざ し､ま す ○ 36

ご 家 族 G7⊃健 康 ､ ご 成 功 ､ 最 善 を お 祈 り し ま す ○ 21

今 後 も 繁 栄 カミつ づ く よ う 与こ 13

友 女子と 平 手ロカミつ づ く よ う 古こO 9

客 を あ た た カ くゝ も て な す ま ち ○ 7

今 の 水 準 を 続 シナて さま L L,､O 6

好 意 的 態 度 カミよ L,､o 5

/｣→樽 市 を 気 古こ入 り ま し た O 4

と て も 美 し し 街ヽ で す O 3

ま あ ま あ よ しヽ 3

と て も 子音潔 7Tj=街 で 人 々 の JL､づ カ､し､カミゆ き と ど t/､て ま す ○ 2

も う - 度 来 た し､o 2

三続々のイ則で 色 々 よ くな し､こ とカミあ るカミー 私 i垂に対 す る態度 ま̀す苗.EE.して t/､るQ 1

提 言 -[玉】つ た 帝 言 葉 力{通 じ な しヽ言 葉 の 壁 O 言 葉 カミ通 じ な し こヽ と o 35

ロ シ ア 語 を も つ と 勉 弓虫 し て をま L L､O 1

店 iこ ロ シ ア 語 を 言古せ る 人 力ミし れヽ かまし､し､O 1

日本 人 カミ英 語 を 知 ら な し､こ と Q 1

日 本 の 希リ度

物 価 カミ高 し､O ll

ノヾス ポ - トC7⊃提 示 2

税 金 カミ高 L,､O 2

船 の _乗 務 員 全 て に ｣二陸 許 可 証 を 与 え て 欲 し し､○ 1

施 設 の 整 備 -受 ーナ入 れ 態 勢

ロ シ ア 語 表 言己カミも つ と 街 らこをま L L､○ 3

木L幌 な ど - ノ スヾ 方宅行 ツ ア - カミあ れ さま よ し､O 2

ロ シ ア 語 の 街 の 士出図 カミ欲 し し､O 1

/ト樽 の 律デカミわ カ らゝ な し Oヽ 1

イ ン フ ォ メ - シ ヨ ン セ ン タ - 近 く をこ､ 歩 才一〒者 の 為 与こイ言号 機 カミ欲 しし､O 1

/｣＼樽 市 内 古こ才子 く と き タ ク シ - カミ船 ま で き て く れ る と よ L,､○ 1

船 員 GT⊃た め に 大 き な 保 養 セ ン/タ - カミあ れ さま よ し､O 1

も つ と 娯 楽 カミーま L t/､O 1

テ ノレメ と ジ ン.ギ ス カ ン′ナ干鍋 が;再 開 す れ さま よ し､○ 1

図 書 名富力ミ欲 し t/､o 1

ロ シ ア 人 ｢句 け o)店 カミ遠 t/､O 1

店 で 買 L,ヽ物 す る と き ､ ロ シ ア 人 苦り弓lし て 古ま L L,､○ 1

店 で 私 カミイ可カ､盗 む の で Eまな し､カ､と ､ 後 を つ 与ナ ら れ る の さまt/､や だ o 1

そ の 他

歩 道 の 雪 を 除 雪 し て をま L L､Q 2

食 事 C7⊃味 付 Lナカミうす t/､C, 1

年 輩 者 を ケ ア - す る 気 持 ち を 持 っ て 欲 し し､○ 1

魚 製 品 を 適 二正 価 格 で 引 き 取 つ て をま L t/､C, 1

ロ シ ア 入 船 _員 と o⊃関 イ系 カミよ く な る よ う iこ望 む O 1

お 金 カミ/足 り な カ つゝ た こ と O 1

特 (こ困 っ た こ と (ま7:よしヽ 15
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7- (2)タクシー業者へのアンケー ト調査による動向

ロシア人のタクシー利用については､船の接岸場所～堺町界隈 ･ホ-マック ･花園商

店街区間の利用が多く､市街地間の移動の利用は少ない傾向である｡

ロシア人の1回の平均利用金額は600円～800円程度であり､また､利用回数は

月平均 1,000回程度である｡

7- (3)商業者 ･飲食店へのアンケー ト調査による動向

アンケート調査は2001年 11月から2002年2月の期間に､商業者については
中心商店街 180店､飲食店については中心市街地から任意抽出した98店に対 し実施

した｡

回答については､商業者が85店 (回収率47.2%)で飲食店が57店 (回収率58

%)であった｡

【商業者】

《ロシア人来客数≫

この項目の回答は85店である｡

ロシア人客については､｢来たことがある｣が56店 (66%)､｢まったくこない｣

が29店 (34%)となっている｡

｢来たことがある｣が56店については､｢1ヵ月 1人以上9人以下｣が26店 (31

%)､｢1ヵ月10人以上29人以下｣が17店 (20%)､｢1ヵ月30人以上49人以

下｣が5店 (6%)､｢1カ月50人以上99人以下｣が6店 (7%)､｢1カ月100人
以上｣が2店 (2%)となっている｡
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≪ロシア人の平均購入額≫

ロシア人が ｢来たことがある｣56店での1人あたりの平均購入額については､｢2,

000円以下｣が28店 (50%)､｢2.001円から4.000円｣が9店 (16%)､

｢4,001円から6,000円｣が 10店 (17%)､｢6,001円から8,000

円｣が2店 (4%)､｢8,001円から10.000円｣が4店 (8%)､｢10,00

0円以上｣が3店 (5%)となっている｡

購入品については､婦人服 ･紳士服 ･靴 ･長靴 ･スニーカー ･化粧品 ･家電製品 ･化

粧品 ･工具 ･台所用品など多種に渡っており､金額が高い物で､ネックレスなどの装飾

品 ･高級靴などの購入がある｡

ロシア人の平均購入額

1人あたりの2000円 2001- 4001～ 6001.I- 8001- 10000円 合計平均購入額 以下 4000円 6000円 8000円 10000円 以上
･店 数 28 9 10 2 4 3 56

≪ロシア人客への歓迎意向≫

回答のあった85店のうち､ロシア人客への歓迎意向では､｢歓迎する｣が36店 (4

2%)､｢どちらともいえない｣が41店 (48%)､｢歓迎できない｣が8店 (10%)

となっている｡ま.た､｢万引きが多い｣という意見が多くあった｡

ロシア人客に対する歓迎意向歓迎意向
歓迎する 歓迎できない どちらともいえない

92



【飲食店】

≪ロシア人来客数≫

この項目の回答は57店である｡

ロシア人客については､｢来たことがある｣が24店 (42%)､｢ひとりも来ない｣
が33店 (58%)となっている｡

｢来たことがある｣が24店については､｢1ヶ月5人以下の来客｣が19店(21%)､
｢1ヶ月 10人～30人｣が3店 (5%),｢1ヶ月100人以上来客する｣が2店 (4
%)となっている｡

飲食店-のロシア人来客数

ロシア人の来客数 0人 1ケ月 5人以下 I+jI10-30̂ 1ケ月100人以上 合計

店 数 33 19 3 2 57
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≪ロシア人の平均飲食代≫

ロシア人客が ｢来たことがある｣24店の平均飲食代については､｢2.000円以下｣

が13店 (50%)､｢2,001円以上3,000円以下｣が8店 (16%)､｢3,0
01円以上｣が3店 (17%)となっている｡

ロシア人の飲食傾向としては､ レストランなどでは飲食代が2,000円～3.500
円程度であり､ビールを中心にスペアリブや焼き鳥､サラダなどを飲食 しているO

寿司屋ではビールとおこのみ寿司で3,000円程度のケースが多い｡
ラーメン店やそば店などでは､ビールとあわせて1000円程度の金額を使っている.
ロシア人の平均飲食代

1人あたりの 2000円 2001- 3001円 合計平均飲食代 以下 3000円 以上

店 数 13 8 3 24

ロシア人の平均飲食代

≪ロシア人客への歓迎意向≫

回答のあった57店のロシア人客への歓迎意向については､｢歓迎する｣が6店 (11

%)､｢どちらともいえない｣が31店 (54%)､｢歓迎できない｣が20店 (35%)

となっている｡

歓迎出来ない意見では､｢言葉が通 じないので､考えていることが解らず不安である｣

という答えが一番多く､ほかに､｢日本人客が嫌がる｣､｢酒を持ち込む｣などの意見が

あった｡

ロシア人客に対する歓迎意向
歓迎意向 歓迎する 歓迎できない どちらともいえない 合計
店-数 6 20 31 57

94



7- (4)観光施設などの動向

観光施設などでロシア人の入館者数については､小樽水族館が特に人気があり､20

00年3月～11月の開館期間247日で300人以上があった｡小樽市博物館及び市

立小樽美術館は､1ケ月2-3人程度であり､小樽交通記念館及び市立小樽文学館は､

年間2-3人程度である｡

8.調査結果のまとめ

今回の調査結果で､年間3万人前後のロシア人や貨物が本市に来ることによる経済波

及効果は､300億円近くになると推計されました｡

また､ロシア交流による経済効果は､｢ひと｣と ｢もの｣の交流により､港湾関係業者

だけでなく､市内の商店街や観光施設などにも影響が及んでおり､本市の経済面でも重

要な役割を担っていることが判りました.

さらに､市内の商店街や飲食店でのロシア人に対する意識調査では､商店街はロシア

人に対する受入れ志向が多く､ロシア人の購買力に期待する面が見受けられましたが､

飲食店では ｢言葉の違い｣が障害となり､受入れ志向は低いことが判りました｡

また､ロシア人の小樽の印象に関する調査結果では､ロシア人の半数以上が小樽へ好

意的な意見があるものの､｢言葉の違いによる障害｣､｢ロシア語表記の必要性｣の意見

が多くありました｡

今後､ロシア人向けパンフレットやロシア会話集､ロシア語講座などの充実につとめ

るとともに,ロシア語表記の案内板などの拡充をはかり､相互理解がしやすい環境づく

りやロシア人が行動しやすい環境整備を官 ･民が一緒になって進めていくことが､ロシ

アとの理解を深めていくものであります｡

また､この調査結果を踏まえ､港湾振興策の基礎資料として活用を図るとともに､市

内の経済界や関係業者と連携し一層ロシアとの交流につとめ､本市の経済振興に結びつ

けてまいりたいと考えます｡
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